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繊
維
や
眼
鏡
な
ど
の
地
場
産
業
の
集
積
を

誇
る
福
井
県
。
高
い
技
術
力
と
勤
勉
な
労
働

力
を
背
景
に
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
雇
用

指
標
を
維
持
し
、「
住
み
や
す
さ
日
本
一
」
の

呼
び
声
も
高
い
。

　

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
が
進
む
同
県
で

は
、
は
や
く
か
ら
海
外
市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
展
開
し
て
お
り
現
在
、
県
内
企
業
の
一

一
二
社
が
海
外
進
出
に
成
功
。
そ
の
う
ち
中

国
が
八
九
社
、
タ
イ
（
一
三
社
）、
ベ
ト
ナ

ム
（
九
社
）
と
続
く
。
近
年
で
は
、
大
手
の

海
外
進
出
は
一
段
落
し
て
お
り
、
今
後
は
中

堅
・
中
小
の
販
路
拡
大
に
軸
足
を
移
す
。
昨

年
九
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
個
別
に
支
援
し
て

き
た
関
係
機
関
の
窓
口
を
一
本
化
し
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
海
外
支
援

策
の
拡
充
に
力
を
注
ぐ
。

　

今
年
三
月
ま
で
福
井
県
上
海
事
務
所
に
駐

在
し
、
現
地
法
人
の
設
立
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
小
淵
孝
暁
氏
（
県
産
業
労
働
部
産

業
政
策
課
）
に
話
を
聞
い
た

ふ
く
い
貿
易
促
進
プ
ラ
ザ
を
設
立

　

県
は
昨
年
九
月
、
県
内
企
業
の
ア
ジ
ア
展

開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
と
し
て
「
ふ
く
い

貿
易
促
進
機
構
」
を
官
民
連
携
で
構
築
し
、

海
外
支
援
相
談
窓
口
と
し
て
、
ふ
く
い
貿
易

促
進
プ
ラ
ザ
を
立
ち
上
げ
た
。
構
成
組
織
は
、

福
井
県
、
福
井
県
経
済
団
体
連
合
会
、
福
井

銀
行
、
ジ
ェ
ト
ロ
福
井
、
ふ
く
い
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
、
福
井
県
立
大
学
の
六
機
関
だ
。

　
「
そ
れ
ま
で
個
別
に
支
援
し
て
き
た
も
の

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
し
た
。
特
徴

と
し
て
、
既
存
組
織
の
窓
口
一
本
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
機
能
の
拡
充
を
伴
っ
て
い
る
点
だ
。

例
え
ば
上
海
事
務
所
で
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ

た
法
律
相
談
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
新
た
に
コ

ン
サ
ル
と
の
提
携
や
信
用
調
査
サ
ー
ビ
ス
も

は
じ
め
た
。
県
内
企
業
が
海
外
進
出
す
る
際
、

一
本
化
さ
れ
た
窓
口
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
を
整
備
し
た
」（
小
淵
さ
ん
）。

専
門
の
相
談
員
が
常
駐

　

海
外
進
出
を
考
え
て
い
る
企
業
は
、
ど
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
か
。

　

企
業
は
ま
ず
、
プ
ラ
ザ
に
常
駐
す
る
ア
ジ

ア
市
場
専
門
員
の
竹
内
正
夫
さ
ん
に
フ
ァ
ー

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
。
竹
内
さ
ん
は
日

系
大
手
商
社
で
一
五
年
に
わ
た
り
、
発
電
プ

ラ
ン
ト
や
工
場
の
設
置
、
販
路
開
拓
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
経
験
。
竹
内

さ
ん
に
持
ち
込
ま
れ
た
相
談
は
、
中
国
進
出

な
ら
県
の
海
外
事
務
所
や
ジ
ェ
ト
ロ
、
融
資

な
ら
福
井
銀
行
な
ど
、
関
連
機
関
と
連
携
し

て
海
外
進
出
を
支
援
す
る
。

　
「
窓
口
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
者
を
据
え

た
こ
と
で
、
企
業
が
相
談
し
や
す
く
な
っ
た
。

現
在
で
は
月
二
○
件
前
後
、
一
日
に
す
る
と

一
社
か
ら
二
社
が
相
談
に
訪
れ
る
。
相
談
の

九
割
は
中
国
関
連
で
、
販
路
拡
大
が
中
心
」

（
小
淵
さ
ん
）
と
い
う
。

上
海
と
香
港
の
支
援
体
制

　

海
外
に
は
、
上
海
と
香
港
に
事
務
所
を
構

え
る
。
海
外
事
務
所
の
主
な
仕
事
は
、
新
規

販
路
開
拓
と
新
規
進
出
支
援
だ
。
そ
こ
で
活

躍
す
る
の
が
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
貿
易
促
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
県
内

企
業
の
現
地
視
察
ア
テ
ン
ド
や
商
談
、
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
目
玉
と
な

る
の
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
、
海
外

進
出
し
て
も
現
地
市
場
で
商
品
が
売
れ
る
か
、

実
際
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
足
を
運
び
、
現
地
バ

イ
ヤ
ー
と
直
接
交
渉
し
て
い
る
。

　

一
方
、
貿
易
促
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
中

国
に
お
け
る
現
地
法
人
の
設
立
や
運
営
に
関

す
る
相
談
に
対
応
。
会
社
設
立
に
加
え
、
債

権
回
収
、
法
律
、
会
計
、
労
務
な
ど
幅
広
い

内
容
を
カ
バ
ー
す
る
。

　
「
上
海
に
は
三
○
近
い
自
治
体
が
海
外
事

務
所
を
構
え
る
が
、
こ
こ
ま
で
手
厚
い
メ
ニ

ュ
ー
を
揃
え
る
の
は
福
井
県
だ
け
で
は
な
い

か
。
海
外
で
の
販
路
開
拓
や
進
出
を
希
望
す

る
企
業
が
あ
れ
ば
、
県
と
し
て
今
後
も
支
援

を
行
っ
て
い
く
」（
小
淵
氏
）
と
い
う
。

法
律
相
談
が
好
評

　

県
で
は
様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す

る
が
、
も
っ
と
も
評
判
が
高
い
の
は
何
か
。

　
「
海
外
進
出
に
は
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が

つ
き
も
の
。
法
律
相
談
は
、
利
用
す
る
企
業

が
多
く
、
評
判
も
高
い
。
一
企
業
あ
た
り
年

間
三
時
間
ま
で
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
る
。

例
え
ば
、
書
類
作
成
で
一
時
間
、
現
地
相
談

で
一
時
間
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

一
時
間
を
目
安
と
す
る
。
三
時
間
分
の
相
談

料
は
県
が
負
担
す
る
。
年
間
利
用
に
つ
い
て

制
限
は
あ
る
が
、
導
入
部
分
の
相
談
や
セ
カ

〈
地
方
自
治
体
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
〉

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で

　
　 
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

―
福
井
県
の
先
進
的
な
取
り
組
み
　

ワンストップサービスの拠点となるふくい貿易促進プラザ
（本記事の写真は福井県提供）
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ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
話
す
。

　

併
せ
て
、「
法
律
相
談
は
、
進
出
時
の
案

件
だ
け
で
な
く
、
設
立
の
際
の
手
続
き
な
ど

幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
当
初
は
、
県
の
無

料
相
談
で
弁
護
士
を
利
用
し
、
そ
の
後
、
実

際
に
現
地
法
人
設
立
の
手
続
き
に
つ
い
て
個

別
に
契
約
を
結
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
い

う
。

進
出
の
判
断
は
個
別
企
業
の
責
任
で

　

県
は
新
規
販
路
開
拓
を
中
心
に
、
海
外
進

出
を
後
押
し
す
る
。
半
面
、
販
路
開
拓
や
進

出
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
訴
訟
リ

ス
ク
は
伴
わ
な
い
の
か
。

　
「
そ
の
点
は
最
初
に
は
っ
き
り
と
企
業
側

に
お
伝
え
す
る
。
例
え
ば
、
福
井
産
品
応
援

者
バ
ン
ク
と
い
う
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

県
と
し
て
は
、
こ
の
企
業
が
い
い
と
紹
介
す

る
が
、
最
終
的
な
商
談
は
個
別
企
業
の
判
断

と
な
る
。
最
終
的
な
成
約
、
利
益
を
保
障
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
説
明
す
る
。

　
「
県
は
海
外
支
援
の
仲
介
役
で
、
橋
渡
し

役
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
リ
ス
ク
を
取
る
こ

と
ま
で
は
出
来
な
い
の
で
、
支
援
と
し
て
ど

こ
ま
で
出
来
る
か
が
課
題
だ
」
と
い
う
。

海
外
進
出
は
空
洞
化
に
つ
な
が
ら
ず

　

海
外
進
出
は
産
業
の
空
洞
化
と
絡
め
て
議

論
さ
れ
や
す
い
。
県
が
海
外
進
出
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
県
内
産
業
が
空
洞
化
し
、
雇
用

が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
「
空
洞
化
の
問
題
は
県
内
で
も
関
心
が
高

く
、
県
は
独
自
に
調
査
を
実
施
し
た
。
過
去

三
年
間
、
海
外
進
出
し
た
県
内
企
業
三
○
社

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
海
外
進

出
で
空
い
た
国
内
の
ラ
イ
ン
は
別
の
製
品
に

切
り
替
え
て
対
応
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
ラ

イ
ン
数
の
減
少
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

海
外
に
進
出
し
て
い
る
企
業
は
、
国
内
で
も

比
較
的
業
績
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
進
出
目
的

と
し
て
は
、
新
た
な
顧
客
獲
得
、
業
務
拡
大
、

新
分
野
進
出
が
中
心
。
そ
の
意
味
で
、
守
り

の
海
外
進
出
で
は
な
く
、
攻
め
の
海
外
進
出

を
支
援
し
て
い
る
」

海
外
利
益
を
県
内
還
元

　

国
内
雇
用
は
確
保
で
き
て
も
、
海
外
の
利

益
は
ど
う
や
っ
て
県
内
に
還
元
す
る
の
か
。

　
「
海
外
進
出
し
て
も
す
ぐ
に
は
利
益
が
出

な
い
。
一
般
的
に
は
早
く
て
も
二
年
か
ら
三

年
は
必
要
。
進
出
し
た
県
内
企
業
で
配
当
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
少
な
い
」
と
い

う
。

　

他
方
、「
商
取
引
に
お
い
て
、
本
社
や
子
会

社
を
商
流
に
入
れ
る
こ
と
で
、
県
内
に
利
益

を
も
た
ら
す
企
業
も
あ
る
。
例
え
ば
、
本
社

が
子
会
社
か
ら
八
○
で
買
い
、
一
○
○
で
他

社
に
売
れ
ば
、
二
○
儲
か
る
。
本
社
を
経
由

さ
せ
る
こ
と
で
、
国
内
に
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

　

県
は
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
は
ど
う
か
。

　
「
企
業
は
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
必
要
と

し
て
お
り
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成

策
は
そ
う
多
く
な
い
」
と
い
う
。

　

続
け
て
、「
汎
用
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
説
明
す

る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
で
は
即
効
性
が
薄
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
貿
易
実
務

講
座
は
海
外
進
出
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
て
く
れ

て
有
用
だ
。
県
と
し
て
も
、
海
外
情
報
の
発

信
を
通
し
て
県
内
企
業
の
人
材
育
成
の
支
援

が
出
来
れ
ば
」
と
い
う
。

　

他
方
、
企
業
か
ら
は
、「
留
学
生
を
紹
介
し

て
欲
し
い
」
と
の
声
が
県
に
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
「
企
業
が
直
接
、
大
学
側
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
方
法
も
あ
る
が
、
将
来
的
に
県
が
企
業

と
大
学
の
間
に
入
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
役
割

を
果
た
せ
た
ら
い
い
と
思
う
」
と
い
う
。

国
内
の
好
業
績
を
テ
コ
に
海
外
へ

　

上
海
事
務
所
で
今
年
三
月
ま
で
、
現
地
法

人
の
開
設
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
小
淵

さ
ん
。
海
外
進
出
に
成
功
し
た
企
業
の
特
徴

は
何
か
。

　
「
海
外
進
出
し
て
い
る
企
業
の
特
徴
の
ひ

と
つ
は
、
国
内
で
も
好
業
績
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
。
海
外
に
事
務
所
を
新
設
す
る
に
は
、

初
期
投
資
の
総
額
で
一
般
的
に
二
○
○
○
万

円
近
く
の
資
金
を
必
要
と
す
る
。
ま
と
ま
っ

た
資
金
が
最
初
に
必
要
な
の
で
、
企
業
と
し

て
こ
れ
ら
資
金
を
準
備
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
」
と
い
う
。

　

続
け
て
、「
海
外
で
成
功
し
て
い
る
企

業
に
共
通
し
て
言
え
る
点
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ト
ッ
プ
に
現
地
人
を
据
え
る
こ
と
が
あ

る
。
県
内
大
手
企
業
で
も
、
現
地
人
材
を
総

経
理
と
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
現
地
で
の
活

躍
が
認
め
ら
れ
て
、
国
内
本
社
の
役
員
に
も

就
任
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
仕
事
で
頑
張
れ

ば
総
経
理
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
地

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
ひ
い

て
は
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」
と
話
す
。

プ
ラ
ザ
立
ち
上
げ
の
効
果

　

設
立
か
ら
一
年
近
く
が
経
過
し
た
ふ
く
い

貿
易
促
進
プ
ラ
ザ
。
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
「
立
ち
上
げ
当
初
は
、
存
在
が
県
内
企
業

に
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
相
談
件
数
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
、
知
名
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
相
談
件

数
が
増
加
。
規
模
別
に
は
中
小
企
業
、
業
種

別
で
は
、
食
品
や
機
械
か
ら
の
相
談
が
増
え
、

潜
在
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
効
果
が
あ
っ

た
」
と
分
析
す
る
。

　

相
談
件
数
で
み
る
と
、
設
立
時
の
昨
年
の

九
月
か
ら
今
年
一
○
月
末
ま
で
三
一
四
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
現
在
、
海

外
進
出
を
「
検
討
中
」
の
企
業
が
四
○
社
、

工
場
用
地
な
ど
を
確
保
し
、
コ
ン
サ
ル
な
ど

に
相
談
し
て
い
る
「
進
出
準
備
中
」
が
一
六

社
、
併
せ
て
五
六
社
が
進
出
予
備
軍
と
し
て
、

海
外
に
羽
ば
た
く
準
備
を
進
め
る
。

今
後
は
東
南
ア
ジ
ア
の
情
報
提
供

　

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
情
報
拡
充
を
進
め
る
と
い
う
。

　
「
来
年
度
は
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

こ
れ
ま
で
中
国
が
中
心
で
あ
ま
り
充
実
し
て

い
な
か
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
の
情
報
収
集
に
力

を
注
ぐ
」
と
い
う
。

手厚い支援メニューを揃える福井県上海事務所
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同
時
に
、
県
内
企
業
の
掘
り
起
こ
し
に
も

力
を
入
れ
る
。「
現
在
、
多
く
の
県
内
企
業

に
プ
ラ
ザ
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

未
利
用
の
企
業
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
利
用
実

績
の
な
い
企
業
を
訪
問
し
、
県
の
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
て
い
る
。
既
に
海
外
進
出
し
て
い

る
企
業
に
は
、
進
出
そ
の
も
の
の
支
援
で
は

な
く
、
利
用
度
の
高
い
無
料
法
律
相
談
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
を
案
内
す
る
。
進

出
企
業
を
く
ま
な
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、

き
め
の
細
か
い
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　

最
後
に
、「
県
の
支
援
策
は
、
県
内
企
業
に

と
っ
て
充
分
な
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
少
し
で
も
支
援
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。

『
県
の
支
援
は
役
に
立
っ
た
』
と
思
っ
て
も

ら
え
る
企
業
を
一
社
で
も
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

一
九
○
八
年
創
業
の
宇
野
歯
車
工
業
（
資

本
金
七
五
○
○
万
円
、
従
業
員
四
○
人
）
は
、

高
精
度
歯
車
や
歯
車
伝
達
部
品
を
製
造
す
る

県
内
唯
一
の
企
業
だ
。
同
社
は
二
年
前
、
上

海
に
進
出
。
海
外
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
取
引
の
な
か
っ
た
大
手
企
業
か
ら
仕

事
を
受
注
す
る
な
ど
、
成
長
軌
道
を
描
き
は

じ
め
て
い
る
。
海
外
進
出
の
現
状
に
つ
い
て
、

代
表
取
締
役
社
長
の
宇
野
善
典
氏
に
話
を
聞

い
た
。

地
場
産
業
と
と
も
に
成
長

　

創
業
一
○
○
年
を
超
え
る
同
社
の
歩
み
は
、

県
内
産
業
の
歴
史
と
符
合
す
る
。
創
業
時
は

地
場
産
業
の
繊
維
機
械
を
製
造
し
て
い
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
で
、
職
人
は

戦
場
に
駆
り
だ
さ
れ
、
多
く
が
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
。戦
後
、繊
維
機
械
は
大
手
メ
ー
カ
ー

に
売
却
。
そ
こ
で
使
わ
れ
る
歯
車
を
製
造
す

る
専
用
メ
ー
カ
ー
に
転
じ
た
。

　

復
興
期
に
は
、
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
、
北
陸
電
力

か
ら
の
仕
事
を
こ
な
し
、
高
度
成
長
期
に
は

工
作
機
械
の
歯
車
を
手
が
け
た
。
工
作
機
械

に
は
、
高
精
度
の
歯
車
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ

に
組
み
込
ま
れ
る
歯
車
を
つ
く
る
な
か
で
、

様
々
な
技
術
を
学
び
、
品
質
が
評
価
さ
れ
た
。

　
「
歯
車
は
機
械
に
組
み
込
ま
れ
、
表
か
ら

は
見
え
な
い
も
の
。
納
品
先
で
あ
る
機
械

メ
ー
カ
ー
の
口
コ
ミ
が
販
路
拡
大
の
カ
ギ
を

握
る
。
安
定
し
た
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

受
注
拡
大
に
つ
な
が
る
。
現
在
は
産
業
機
械

全
般
の
歯
車
を
手
が
け
る
」
と
い
う
。

現
地
視
察
で
可
能
性
を
感
じ
る

　

上
海
進
出
の
契
機
は
五
年
程
前
に
遡
る
。

当
時
は
、
国
内
で
つ
く
っ
た
歯
車
パ
ー
ツ
を
、

海
外
に
輸
出
。
海
外
で
組
み
立
て
、
製
品
と

し
て
逆
輸
入
し
て
い
た
。
あ
る
主
要
顧
客
か

ら
、「
現
地
で
歯
車
を
調
達
で
き
た
ら
あ
り

が
た
い
」
と
い
う
一
言
が
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ

た
。

　

早
速
、
状
況
を
確
か
め
る
た
め
、
社
長
自

ら
中
国
を
視
察
。「
こ
こ
に
市
場
が
あ
る
」

と
直
感
し
た
。
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
く
れ
た

主
要
顧
客
以
外
で
も
、現
地
日
系
企
業
、ロ
ー

カ
ル
企
業
か
ら
の
仕
事
も
期
待
で
き
た
。

　
「
ロ
ッ
ト
数
の
多
い
仕
事
は
、
中
国
や
台

湾
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。他
方
、ロ
ー

カ
ル
企
業
が
手
が
け
な
い
多
品
種
少
ロ
ッ
ト

は
わ
が
社
の
強
み
。
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
」

現
地
法
人
を
立
ち
上
げ

　

上
海
工
場
は
、
日
系
商
社
と
合
弁
で
二
年

前
に
立
ち
上
げ
た
。
資
本
金
は
、
商
社
が
四

割
、
宇
野
歯
車
工
業
が
六
割
で
出
資
。
商
社

が
す
で
に
貿
易
会
社
や
製
造
工
場
を
運
営
し

て
い
て
、
書
類
申
請
も
代
行
し
て
く
れ
た
。

工
場
予
定
地
も
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
手
配
し
て

も
ら
い
、
立
ち
上
げ
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
。

　

現
地
ト
ッ
プ
に
据
え
た
の
は
、
福
井
本
社

で
働
い
て
い
た
事
務
系
の
中
国
人
社
員
だ
。

日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
、
母
国
で
活
躍
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
他
方
、
現
場
で
働

く
ワ
ー
カ
ー
は
、
上
海
の
就
職
支
援
機
関
な

ど
に
求
人
を
出
し
た
。
運
良
く
、
歯
車
機
械

の
経
験
者
を
確
保
。
彼
ら
の
仲
間
も
加
わ
り
、

現
在
は
二
五
人
の
従
業
員
を
抱
え
る
。

即
戦
力
を
配
置

　

現
地
法
人
に
は
、
日
本
か
ら
技
術
系
ス

タ
ッ
フ
が
一
人
、
出
向
し
て
い
る
。
三
○
歳

前
後
の
優
秀
な
若
手
が
対
象
。
技
術
面
だ
け

で
な
く
、
営
業
か
ら
資
材
調
達
ま
で
幅
広
い

仕
事
を
経
験
さ
せ
、
ひ
と
ま
わ
り
成
長
さ
せ

る
の
が
目
的
。
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
要
員

は
一
年
交
代
で
派
遣
し
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
現
地
の
即
戦
力
と
し
て
、
外
国
人

研
修
生
の
活
用
を
進
め
る
。
同
社
で
は
、
七

年
前
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
技
術
、
考
え
方
を
身
に
つ
け
た

研
修
生
は
現
地
法
人
で
貴
重
な
戦
力
と
な
る
。

定
着
率
を
高
め
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
よ
り
二

割
増
、
三
割
増
の
賃
金
で
処
遇
す
る
」

日
本
か
ら
の
技
術
支
援
は
不
可
欠

　

現
在
、
同
社
の
海
外
生
産
量
は
国
内
の
五

分
の
一
程
度
に
と
ど
ま
る
。
海
外
の
技
術
水

準
は
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
か
。

　
「
も
の
づ
く
り
は
プ
ロ
セ
ス
が
す
べ
て
。

そ
こ
を
ひ
と
つ
で
も
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と

良
い
製
品
は
で
き
な
い
。
日
本
で
つ
く
れ
て
、

中
国
で
つ
く
れ
な
い
の
は
そ
こ
に
理
由
が
あ

る
。
進
出
先
で
あ
る
上
海
で
は
、
現
地
ワ
ー

カ
ー
三
人
で
日
本
人
一
人
分
に
相
当
。
一
定

の
品
質
を
確
保
す
る
に
は
、
日
本
人
社
員
に

よ
る
技
術
支
援
が
不
可
欠
だ
」
と
話
す
。

海
外
進
出
で
国
内
取
引
拡
大

　

海
外
進
出
は
「
空
洞
化
」
の
懸
念
が
つ
き

ま
と
う
が
、
同
社
の
場
合
は
、
国
内
生
産
や

雇
用
に
ど
う
影
響
を
与
え
た
の
か
。

　
「
上
海
進
出
に
伴
い
、
現
地
で
知
り
合
っ

た
日
系
企
業
か
ら
国
内
の
仕
事
を
回
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
大
手
三
、

上
海
進
出
し
た
老
舗
メ
ー
カ
ー

―
宇
野
歯
車
工
業
　
　

上海進出した宇野歯車工業（本記事の写真は宇野歯車工業提供）
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四
社
か
ら
国
内
の
仕
事
を
受
注
し
て
い
る
。

海
外
に
進
出
し
た
こ
と
は
、
国
内
で
の
取
引

拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。
海
外
に
出
た
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
た
」
と
い
う
。

　

一
方
、
雇
用
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
海

外
進
出
に
伴
う
ラ
イ
ン
の
減
少
は
な
く
、
雇

用
は
減
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
中
途
も
含
め

て
、
毎
年
一
、二
名
の
人
材
を
採
用
し
て
い

る
。
海
外
進
出
に
伴
い
、
国
内
取
引
も
拡
大

し
て
お
り
、
空
洞
化
は
確
認
で
き
な
い
」
と

い
う
。

役
に
立
っ
た
法
律
相
談

　

県
は
多
様
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
。

進
出
企
業
と
し
て
ど
う
み
る
か
。

　
「
進
出
後
、
貿
易
関
係
の
こ
と
で
、
上
海

事
務
所
の
法
律
相
談
を
利
用
し
た
。
現
地
弁

護
士
が
無
料
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
て
、
と

て
も
役
に
立
っ
た
。
相
談
し
た
こ
と
で
、
解

決
の
方
向
性
が
み
え
て
、
明
る
い
日
差
し
が

差
し
込
ん
だ
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　

そ
の
他
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
、「
利

用
は
し
な
か
っ
た
が
、
取
引
先
の
信
用
調
査

や
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
販
路

開
拓
も
い
い
と
思
う
」
と
評
価
し
た
。

県
に
求
め
る
支
援
策

　

他
方
、
求
め
る
支
援
と
し
て
は
、
進
出
企

業
へ
の
直
接
融
資
を
あ
げ
た
。

　
「
海
外
で
沢
山
の
仕
事
が
あ
っ
て
も
、
金

融
機
関
は
簡
単
に
お
金
を
貸
し
て
く
れ
な

い
。
中
小
企
業
は
設
備
投
資
、
当
面
の
運
転

資
金
が
必
要
で
、
最
終
的
に
は
お
金
の
問
題

に
行
き
着
く
。
そ
れ
さ
え
ク
リ
ア
ー
で
き
れ

ば
、
も
っ
と
海
外
で
飛
躍
で
き
る
。
体
力
に

見
合
っ
た
設
備
投
資
が
必
要
な
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
伸
び
る
見
込
み
の
あ
る
分

野
に
は
県
も
積
極
的
に
融
資
し
て
ほ
し
い
」

と
注
文
を
付
け
た
。

人
材
確
保
が
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
人
材
の
確
保
を

あ
げ
、「
中
国
語
の
で
き
る
人
を
さ
が
し
て

い
る
。
市
内
に
あ
る
足
羽
高
等
学
校
の
中
国

語
コ
ー
ス
や
福
井
大
学
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の

実
習
生
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
優
秀
な
人
材

が
い
れ
ば
、
入
社
を
打
診
す
る
」
と
い
う
。

　

続
け
て
、「
今
ま
で
は
、
高
精
度
の
歯
車

は
日
本
で
し
か
製
造
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、

最
近
で
は
、
現
地
で
高
精
度

の
歯
車
を
つ
く
る
要
求
が
出

始
め
て
い
る
。
現
地
ロ
ー
カ

ル
企
業
の
技
術
も
向
上
し
て

お
り
、
中
国
で
良
い
物
を
つ

く
る
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
が
今
後
、
国

内
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

（
遠
藤
　
彰
）

高精度の歯車を製造する第１工場
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